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この度、第３地区福祉フェスタの実行委員長を務めさせていただきました、岡本と申します。 

４年振りに開催ができました事、私、自身安堵しております。 

これも、第３地区懇談会の皆様、西区役所の皆様、フェスタ実行委員、生活創造空間にしの皆様、 

また、演奏して頂いた出演者の皆様、地域の皆様のお力添えがあったことに感謝申しあげます。 

 

少し、内情のお話をいたしますと、６月に初めての実行委員メンバーの顔合わせがありました。 

実は、私自身、県央福祉会に入って１年と６ケ月、しかも、この福祉フェスタの参加も初めてだったのです。 

まずは、第３地区の各事業所の名称も初めて耳にするところばかり、「覚えなくては」、から、 

はじまりました、また、コロナ感染拡大もまた起こりうる事も想定しつつ、過去の開催資料、 

前回を経験された方からお話を聞き、少しずつ開催イメージを浮かべつつ、実行委員内で立案しました。 

まず、「開催時間はどうしよう？」、「コロナ感染対策は？」、「出店は？」、「メニューは？」、 

「来場者数見込みは？」などなど、課題山積みの船出となりました。 

例年、参加下さっていた演者の方のお声掛けからスタートしました。出演者の数が概ね確定し、 

演目スケジュールの作成。８団体の皆様の時間割を決め、 

オープニング９時５０分、フィナーレは１２時５０分に決まりました。 

 

模擬店販売開始時間はオープニングから少し時間経っていた方がお客様の流れ方が 

いいよね、みたいな感じで１０時１５分の決定、時間は最終の演奏終了が１３時頃 

だから、少し余裕を持って１３時３０分から抽選会、閉会は１４時と決定。 

来場者数見込みはどうしよう？開催のチラシは何枚作成しよう？ 

模擬店準備食数は最大５００程度を想定で決定などなど… 

開催日が近くなってから、「あれどうだっけ？」、「これ必要だよね？」など、ドタバタな状態で 

開催当日をなんとか迎えました。 

 

そして開催当日、天候も良く、秋晴れ、来場者数も順調。各模擬店ブースもどんどんにぎわい、販売も好調、 

またステージでも来場者様の笑顔、抽選会でも、みんな、『わくわく』、『ドキドキ』と、４年振りの皆様の笑顔に少しでも 

お役に立てたことを私自身、幸せに感じています。 

 

 

 

 

現在、世界中では、戦争、紛争、コロナ感染拡大、温暖化による異常気象、大雨、地震等、日常を取り戻すことが 

できていない方々も大勢いる中で、この様にコロナ禍前の日常を少しでも取り戻せたこと、心より感謝いたします。簡単では 

ございますが、締めのご挨拶とかえさせていただきます。  （西区第３地区福祉フェスタ 2023 年度実行委員長 岡本 利博） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

『広報にし』第 5８号は、下記の内容となっております。 

▼『第 11回 西区第３地区福祉フェスタ 2023』実行委員長からのご報告！ 

▼みんなの節供『重陽の節供』 中止の経緯と、『七草の節供』の予告！ 

▼にぎわい＆にしよこ寄席 其の二十一報告／コンサート邂逅 Vol.30 レポート 

▼シャララカフェより『Nclap Christmas』のお知らせ 

▼もへじの「東と西、言葉の壁を乗り越える小噺」など 

今号も、読み応え抜群の『広報にし』です！秋の夜長に、ごゆっくり♪（古田中） 
第 号 年 10月 20日発行

 4 年ぶりに無事開催することができた『西区第３地区福祉フェスタ』。今回、実行委員長を 
務められたのは『エヌ・クラップ』の美味しいパンやクッキーの担当支援員の『岡本 利博』さん。 
今回のフェスタ開催に至るまでのお話や感想を報告していただきました。 
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2023年 9月 9日（金）16:30～18:00 まで 

『生活創造空間にし』にて予定をしておりましたが… 
 

残念なことに、当日は前日の時点で大雨、荒天の予報がありました。 

前日の午前中、館長、副館長共に苦渋の決断となりましたが、 

来場される予定のみなさま、演者のみなさまの安全を最優先させて頂き、 

今回は中止に至りました。中止ご連絡の際は、大変なご協力を賜り、更に 

「とても楽しみにしていた」、とお聞かせ頂き、誠にありがとうございました。 

 当日までに、”おもちゃのはこ”の皆さんのコンサート準備はもちろんのこと、 

バイキングのメニューも準備万端でした。『きのこごはん』、『塩焼きそば』、 

『揚げナスの煮びたし』、『りんご』、『安納芋のパウンドケーキ』などが並ぶ予定と 

なっていた為、共に準備してきたニッコク・トラストさんとも、ご参加予定だった 

みなさまの「おいしい」、「たのしい」を感じることができず、残念無念な気持ちを 

共有し、噛みしめておりました…。 

しかし、今回の出来事で、イベントも”なまもの”であることも、 

節供担当一同も改めて感じることができました。（みんなの節供担当） 
 

そして、『みんなの節供』は、今年度、あと２回開催します！！ 
 

16：00～18：00 

 

 

 

 
今回も、バイキング形式を実施します。 

事前申し込みあり、抽選ありの定員制です。（50 名となっております。） 

感染症予防には十分注意した上で実施致します。 

お申込み開始時期に関しては、１１月上旬頃を予定しておりますので、お知らせをお待ちください。 

開場は 
15:40から! 
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コンサート邂逅 
Vol.30 レポート 

新型コロナウイルスも５類になり、少しずつ生活が落ち着きを取り戻している今日この頃です。 

さて、今回の「にぎわい＆にしよこ寄席 其の二十一」にご出演いただいたのは、「柳亭 信楽」さん、 

「春風亭 昇輔」さんでした。当日までのご予約の時点で大変好評で、全四十席準備していた 

客席は概ね満員となり、噺家さんとお客さんが「笑い」声で一体となっていました。 

若くて勢いのあるお二方、と、にぎわい座の担当者様からは事前にお聞きしていましたので、 

本当にその通りのパワーを感じた回となりました。 

今後も「にぎわい＆にしよこ寄席」として、地域の方と一体となり、 

笑い合える場が必要と思っていますので、この会を末長く継続していきたいと思います。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

二代目ともしび亭かふぇおれ 

柳亭
りゅうてい

 信楽
しがらき

 春風亭
しゅんぷうてい

 昇
しょう

輔
すけ

 

２０２３年 ９月 ９日(土) 

演奏時間：14：00～15:30 

当日、総勢２９名という、『生活創造空間にし』で演奏される方々の中では、過去最多の人数で、はるばる町田から、 

とびたつ会さん達はいらっしゃいました。そして心に届くように大きな声で、全身全霊で歌ってくださいました。ご来場された 

お客様に関しましても、２６名も会場に入り、コロナ禍以前に戻ったような、にぎわう楽しい空間・時間となりました。 

コンサート後日、皆さんにご感想をお聞きしました。「ゆっくり歌えば良かった」と、ご自身やグループとしての反省を 

述べる方もいれば、「司会の阿部館長からもっと話を振って欲しかった」、「シャララカフェのカレーが美味しかった」等、 

コンサートの演奏面だけでなく、『生活創造空間にし』に来て、皆様それぞれ楽しまれていたことを感じる話も沢山いただいて 

おりますが、皆さんの”思い”を『町田とびたつ会』全体のメッセージとして下記に記します。（古田中） 
 

「私たちは、私たちの思いをこめた歌を、私たちを知らない皆さんに聞いていただけることを、とてもありがたく 

思っています。感謝いたします。同じ社会を生きる人として、私たちにも言葉があり、思いがあることを 

わかっていただきたい。一方通行の押し付けになることなく、その先の交流も考えていきたいと思っています。」 
 

次回Vol.31は、『Emsemble・Over・Sun』による『オータムコンサート ソプラノとバイオリン・ピアノによる晩秋の夕べ』です。 

日時：2023年11月24日（金）17：30開場 ご応募は『生活創造空間にし』  045-250-6506 まで 

２０２３年 ８月 １９日(土) 

開催時間：13：00～14:40 
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 私が広島から関東に来て４年半が経過しました。いまだに会話するときは、言葉を選びながら話したりと 

地域の壁に苦しんでおります。そんな毎日ですが、最近気づかされた違いについてお話いたします。 

 

もへじの妻（同郷です）が経理の仕事をしていまして、お金を同僚と数えた時のことだったそうです。 

同僚「にーしーろー やー…」 

もへじ妻「？？“やー”？…なにか違う、初めて聞いた。にーしーろー“はー”じゃないのか…？」 

そう、あとで調べましたが、東日本では「“やー”」、西日本では「“はー”」なんです。 

その他、私も指摘されたことがあるのですが、蚊に刺されたことを西日本では蚊に“咬まれた”と言います。 

東日本は、刺された、食われたですよね。他にも、『シャベル』と『スコップ』の定義が逆であったり、 

『今川焼』を『御座候』や『二重焼』と呼んだり、『炊き込みご飯』を『かやくご飯』と呼んだり、 

画鋲は押しピンだったりと数えきれないくらいあります。 

 

このように、同じ日本語でも東と西では、小さからず言葉の壁があるんです。 

その壁を乗り越えてみた時、初めて気づくことがあるので新鮮で楽しいもんですよ。 
 

※地方ネタが多くて申し訳ないです・・・by もへじ 

もへじ の「東と西、言葉の壁を乗り越える小噺」 

👇お申込み、お問い合わせは      

Hors d‘oeuvre  
オードブル（２～３人前） 

ローストビーフ/ケークサレ 

スモークサーモン/テリーヌ 

明太子クレープ/キャロットラペ 

３,０００円(税込) 

Stollen  
心はドイツのクリスマス 

シュトーレン 

１,５００円(税込) 

Beef Stew  
通常よりも牛肉たっぷり 

ビーフシチュー(レトルト商品) 

1 人前：６５０円(税込) 

Galette des rois  
王様のお菓子 

ガレット・デ・ロワ 

２,０００円(税込) 

Roast Chicken  
クリスマスはやっぱり 

ローストチキン 

1 本：６００円(税込) 
 

ご注文締め切り日は、『11/30(木)』 

【お受渡日時】12/23(土）・12/24(日)  
【お受渡日時】1 1 ： 0 0 ～ 1 6 ： 0 0  
【お受渡場所】生活創造空間にし シャララカフェ 

（西区にお住まいの方は配達もいたします👍） 

※ご注文いただいた後、数日以内に担当者より 

ご連絡を差し上げます。 
ご注文の完了は、ご注文の詳細と在庫を確認させて 
いただいてからとなります。 

※会計は当日現金のみのお支払いとなります。 
※商品写真はイメージです。 
実際とは異なります事をご了承下さい。 

 今年もやります！『エヌ・クラップ🔔クリスマス』♪ 
今年はなんと、Google フォームからもお申込み可能!⇒ 
素敵な X’mas ｼｰｽﾞﾝに是非ご利用ください☆彡🎅🎄 

http://souzoukuukannishi.org/

